
　菅原神社は、福山４代目藩主の水野勝種が、江戸時代の延宝２(1674)年に吉浜村の氏神とし

て造ったと言われています。学問の神様の菅原道真がまつられています。現在の本殿は、建築様

式からすると18世紀中頃に再建された可能性があります。
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